別表　障害児福祉手当認定基準
１から１０のいずれかに該当するもの
1． 両眼の視力の和が０.０２以下のもの 

2． 両耳の聴力が補聴器を用いても音声を識別することができない程度のもの 
3． 両上肢の機能に著しい障害を有するもの 
①食事 ②洗面 ③便所の処置 ④衣服の着脱 
①～④のすべての動作が自立できない状態にあるもの
4． 両上肢の全ての指を欠くもの 

5． 両下肢の用を全く廃したもの 
①階段の昇降 ②室内の歩行 
①～②のすべての動作が自立できない状態にあるもの
6． 両大腿を２分の１以上失ったもの 

7． 体幹の機能に座っていることができない程度の障害を有するもの 
①座位の保持 ②起立保持 ③立ち上り 
①～③のすべての動作が自立できない状態にあるもの
8． 前各号に掲げるもののほか、身体の機能の障害又は長期にわたる安静を必要とする病状が前各号と同程度以上と認められる状態であって､日常生活の用を弁ずることを不能ならしめる程度のもの 
心臓、呼吸器、腎臓、肝臓の機能障害又は血液疾患により、自己の身辺の日常活動が極度に制限される状態にあるもの
9． 精神の障害であって､前各号と同程度以上と認められる程度のもの 
療育手帳の判定が最重度（ＩＱ２０以下）のもの
10． 身体の機能の障害若しくは病状又は精神の障害が重複する場合であって､その状態が前各号と同程度以上と認められる程度のもの 
下表のア～カの障害のうち２つ以上重複して該当するもの
　　　　ア　両眼の視力の和が０.０３又は０．０４のもの
　イ　両耳の聴力レベルが１００デシベル以上のもの

　ウ　両上肢の機能障害により、次に掲げる動作の２分の１以上について介助が必要なもの

　　　　①食事 ②洗面 ③便所の処置 ④衣服の着脱
　　　　エ　両下肢の機能障害により、次に掲げる動作の２分の１以上について介助が必要なもの

　　　　　　　①階段の昇降 ②室内の歩行

　　　　オ　体幹の機能障害により、次に掲げる動作の２分の１以上について介助が必要なもの

　　　　　　　①座位の保持 ②起立保持 ③立ち上り

　　　　カ　療育手帳の判定が重度（ＩＱ３５以下）のもの
